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FileMaker Cloud for AWS

 

クラウド上のカスタム App に安全かつ確実にアクセス
FileMaker Pro Advanced、FileMaker Go、およびFileMaker WebDirect を使用
して、安全かつ確実にカスタム App にアクセスし、クラウド上で簡単にチーム
と情報を共有できます。FileMaker Cloud for AWS は Amazon Web Services 
(AWS) Marketplace から提供されており、AWS クラウド上で稼働します。

FileMaker Cloud Admin Console
ダッシュボードでシステムおよびカスタム App のパフォーマンスを確認できます。

詳しくは Web ページをご覧ください：www.filemaker.com/jp/cloudtechspecs 

スピーディな展開
ハードウェアのセットアップやソフトウェアのインストールは必要ありません。
20分程度で稼働できます。

ネットワークセキュリティ
業界標準の SSL / TLS 1.2の暗号化をサポートしています。90 日間の試用版 SSL 証
明書が付属しており、SSL 証明書の導入管理を簡素化できます。  

データ / 構成を別々に設定
FileMaker ファイルが FileMaker Cloud for AWS のインスタンスと別になってい
るため、ソフトウェアアップグレード、メンテナンス、およびサービスの再起動を
より迅速かつ容易に完了できます。

自動メンテナンス - システムを調整された状態
に維持するため、再起動が日常業務を妨げな
いように営業時間外に自動的に実行されます。

自動バックアップ - 自動メンテナンスが有効で
ある場合、毎日自動的にバックアップが作成さ
れて保持されます。また、バックアップはいつ
でも手動で作成して保持できます。保持してい
る任意のバックアップから、またはそのバック
アップ内の1つのファイルや特定のレコードの
セットからデータをリストアできます。 

ユーザインターフェース  - 見やすく使いやす
いデザインにより、容易にナビゲートできます
（英語表示のみ）。

通知 - システムパフォーマンス、容量の使用
状況、および利用可能な更新に関する事前の
メッセージが表示されます。

AWS 認証サポート - 認証済みユーザは、OAuth 
で検証されたAmazon 資格情報を使用して 
Admin Console にサインインできます。  

FileMaker Cloud for AWS　システム要件 

FileMaker Cloud for AWS 1.18 は、次のクライアントをサポートします：

FileMaker Pro 18 Advanced
FileMaker Go 18
iOS App SDK 18 を使用して作成されたアプリケーション
FileMaker WebDirect 

サポートされる Web ブラウザ
( FileMaker Cloud Admin Console)

Safari 12.x
Internet Explorer 11.x
Microsoft Edge 44
Chrome 73 以上 

FileMaker Serverと FileMaker Cloud for AWSの比較

カテゴリ   FileMaker Server 18   FileMaker Cloud for AWS

ホスティング お客様がオンプレミスでカスタム Appを共有します。 Amazon Web Services (AWS) がお客様に代わっ
てクラウド上でカスタム Appを共有します。

ハードウェア費用 サーバクラスのハードウェアへの投資とアップグ
レードおよびメンテナンスの予算が必要です。

ハードウェアの初期費用はかかりません。Amazon 
Web Services (AWS) 上のエンタープライズクラス
のシステムを活用できます。

ライセンス FileMakerソフトウェアの年間または永続ライセン
スが必要です。

FileMakerソフトウェアの時間単位または年間ライ
センスと、EC2 (コンピューティング )、EBS (スト
レージ )、データ転送、電子メールメッセージなどの
サービスを含む AWSへの登録が必要です。

展開

ハードウェアのセットアップ、オペレーティングシ
ステムのインストール、FileMaker Serverソフト
ウェアのインストールと設定を行うための時間が必
要です。

ハードウェアのセットアップは必要ありません。展
開は 20分程度で完了します。

メンテナンス 監視およびOSの更新をスケジュールする必要があ
ります。

リアルタイムのステータスの監視および OS の更新
やソフトウェアパッチの自動通知

バックアップ バックアップスケジュールの作成および管理が必要
です。バックアップはデータの修復に使用されます。

自動メンテナンスを有効にすると、バックアップが
自動的に作成され維持されます。

災害復旧 オフィス内のサーバが停止または損傷した場合、ファ
イルが影響を受けることがあります。

ファイルはオフサイトの AWSでホストされるため、
オフィスや隣接区域で緊急事態が発生しても影響を
受けません。

セキュリティ お客様がサーバハードウェアの物理的なセキュリ
ティの責任を負います。

AWSがサーバハードウェアの物理的なセキュリティ
の責任を負います。

証明書 証明書は含まれていません。SSL証明書を購入して
インストールする必要があります。

90日間有効な試用版 SSL証明書が付属しています。
90日以内に証明書を更新するかお客様独自の SSL
証明書をインストールします。

認証
FileMaker のユーザアカウントによる認証、Active 
Directory/Open Directory による外部認証、およ
び OAuth 2.0 での認証をサポートします。

FileMaker のユーザアカウントによる認証および 
OAuth 2.0 での認証をサポートします。

ネットワークの
アップタイム

お客様の社内ネットワークおよびシステムに依存し
ます。高可用性の維持には多くのリソースが必要と
なり、時間とコストがかかります。

AWS EC2サービスレベルアグリーメントでの月間
使用可能時間の割合は 99.99%です。

自動化 必要に応じてサーバスクリプトをスケジュールしま
す。

Admin API を利用することでサーバサイドスクリプ
トをスケジュールできます。

外部データソース連携 ESS 機能、インポート機能、スクリプトステップに
よる外部データソースへの更新をサポートします。

ESS 機能およびサーバサイドで実行されるインポー
ト機能やスクリプトステップによる外部データソー
スへの更新機能は、Oracle Database、MySQL、
Microsoft SQL Server のみサポートされます。

FileMaker 
xDBC Driver

使用できます。ドライバをインストールする必要が
あります。

FileMaker xDBC Driver をインストールすることは
できません。クライアントよりアクセスする場合は、
ポート（2399）の公開が必要です。

プラグイン 使用できます。 使用できます。特定のプラグインを使用可能かどう
かについては、プロバイダにご確認ください。

カスタムWeb公開
with PHPおよび XML

使用できます。 使用できません。

管理画面 日本語対応 英語のみ
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AWS ランニングコスト
FileMaker Cloud for AWS を利用するにあたり、お客様は AWS アカウントが必要です。AWS 料
金はお客様が選択されるインスタンスによって異なります。料金は、お客様が AWSに登録のクレジッ
トカードに USドルにて請求されます。

下記は、5ユーザ、25ユーザの一般的な利用をもとに計算された月額概算費用です (お客様の利用状
況によって利用料金に差異が発生します )。インスタンスは、FileMaker Cloud Admin Console か
らいつでも変更することができます。

Amazon EC2 (Amazon Elastic Compute Cloud) - AWS ク
ラウドでサイズ変更可能なコンピューティングキャパシティ。
Amazon EBS (Amazon Elastic Block Store) - Amazon EC2 
インスタンスで使用するブロックレベルのストレージボリュー
ム。
IAM (Identity and Access Management) - ユーザに対して 
AWS リソースへのアクセスを制御するための Web サービス。
AMI (Amazon Machine Image) - あらかじめ構成されている
インスタンス作成用のテンプレート。
インスタンス - 仮想コンピューティング環境。
インスタンスタイプ - あらかじめ設定されている CPU、メモリ、
ストレージ、およびネットワークキャパシティの構成。

キーペア - インスタンスへの安全なログイン情報の提供。AWS 
はパブリックキーを格納し、ユーザはプライベートキーを安全な 
場所に格納し、絶対に紛失しないようにしてください。
スタック - 名前付きユニットとして管理する関連リソースのグ
ループ。
タグ – Amazon EC2 リソースに作成および割り当てるメタデー
タ。タグはインスタンスの管理を支援する大文字と小文字が区別 
されるキーと値のペアです。たとえば、Key = Name と Value 
= OregonServer のように定義できます。
テンプレート - AWS CloudFormation テンプレート。
AWS CloudFormation スタックでプロビジョニングされるリ
ソースを記述する書式設定されたテキストファイル。

AWS 関連用語

AWS に関する知識の習得

EC2
(コンピューティング )

 EBS & S3
(ストレージ & 
スナップショット )

データ転送
(送信 )

合　計
(月単位 )

AWS 費用
(概算 )

5ユーザ
(参考スペック )

$46.61 
(t2.medium)

$9.60
 (80GB)

$1.37
 (13GB)

$58 
 (概算 )

¥6,380

25ユーザ
(参考スペック )

$91.12 
(t2.large)

$14.40 
(120GB)

$6.73
 (60GB)

$112 
 (概算 )

¥12,320

※ソフトウェアライセンス費用は含まれておりません。
※ Amazon EC2 リザーブドインスタンスを考慮せず月単位請求で計算しています。

免責事項
上記の金額は、2019年 7月作成日時点において入手可能な情報に基づくものです（$1 = ¥110換算）。Amazon Web Service およ
び不確定要因により、実際の内容および結果と大きく異なる可能性があります。あらかじめご了承ください。これらのサービスの価格
については AWS でご確認ください：https://calculator.s3.amazonaws.com/index.html?lng=ja_JP

FileMaker Cloud for AWS について
FileMaker Cloud for AWS は、FileMaker Pro Advanced、FileMaker Go、および 
FileMaker WebDirect を使用するデータベースソリューション（カスタム App）
への信頼性の高いアクセスを提供します。データは FileMaker Cloud for AWS 
によって管理され、AWS （Amazon Web Services） を使用して共有されます。
FileMaker Cloud for AWS は AWS Marketplace で 販売代理店のOrbitera に
より提供されています。

FileMaker Cloud for AWS 技術の概要
FileMaker Cloud for AWS はアクセスポイントとして Apache HTTP サーバを
使用します。FileMaker Cloud Admin Console はインスタンスの監視と管理を
可能にするユーザインターフェースです。AWS からのインスタンス関連データ
および FileMaker Data APIからの FileMaker 関連データは FileMaker Cloud 
for AWS Web サーバから Admin Console へ送信されます。

ライセンスについて
FileMaker Cloud for AWS のご利用にあたり、下記 4 つの契約オプションをご
用意しています。お客様のご希望に合わせていずれか 1 つを選択してください。

1. ファイルメーカー社にて新しい年間ライセンスを契約して AWS に持ち込
む（BYOL）

2. すでにお持ちの年間ライセンスを AWS に持ち込む（BYOL）
3. すでにお持ちの永続ライセンスを年間ライセンスに変換して AWS に持ち
込む（BYOL）

4. AWS Marketplace にて新しいライセンスを契約する（AWS から US ドル
での請求となります）

FileMaker Cloud for AWS は次の Amazon Web Services を使用します :
• EC2 （Elastic Cloud Compute） - サイズ変更可能なコンピューティングキャパシティ
を提供

• EBS （Elastic Block Storage） - データの永続的なストレージボリュームを提供
• S3 （Simple Storage Service） - EC2 インスタンスの起動に使用する AMI （Amazon 

Machine Images） およびデータボリュームのスナップショット （バックアップコピー） 
を格納

• SES （Simple Email Service）- 電子メール通知を送信するプラットフォームを提供
• CloudFormation - EC2 インスタンスの作成に必要な AWS リソースをプロビジョニング
するテンプレートを提供

FileMaker Cloud for AWS を開始する前に…

詳しくは Web ページをご覧ください：www.filemaker.com/jp/purchase/store/faq-cloud.html
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既に AWSアカウントをお持ちの方はログインして
ください。
新規ユーザの方は、アカウントを作成してください。

AWS アカウントの作成にはクレジットカード、住所、電話番号、Emailアドレスの登録が必須です。
AWS アカウント作成手順は、下記 URLをご確認ください。

https://aws.amazon.com/jp/register-flow/

AWSのアカウント作成後、EC2をクリックします。
左メニュー [ネットワーク＆セキュリティ ]からキーペアを選択し、任意のキーペア名を入力してください。

RSA Private key が作成されますので保存してください。
ファイル名は、 [キーペア名 .pem ]と出力されます。

既にログイン済の場合には、このページの操作は不要です。
FileMaker Cloud for AWS のセットアップを開始するまえに、このページ
に記載のキーペアを事前作成する必要があります。
キーペアは安全な場所に格納し、絶対に紛失しないようにしてください。

（注意）
このキーペアファイルは FileMaker Cloud for AWS のメンテナンス時に必要な場合がありますので、大切に保管してください。

6 7

https://aws.amazon.com/jp/register-flow/


FileMaker Cloud for AWS セットアップ
ステップ by ステップ

https://store.filemaker.com/filemaker-cloud/

FileMaker Cloud for AWS セットアップ

お客様は、ライセンスの持ち込み (BYOL : BringYourOwnLicense) もしくは、AWS Marketplace からライセンス
を含めて直接購入する事ができます。

（注意）
AWS Marketplace は、英語のみで提供されています。FileMaker Cloud for AWS のユーザインタフェースも英語でのみ提供となり
ます。AWS との契約にあたり重要合意事項も英語のみとなります。FileMaker Cloud for AWS の利用にあたっては、AWS アカウン
トの作成が必要です。アカウントの作成にはクレジットカードの登録が必須です。 

FileMaker Cloud for AWS セットアップ Step 1

FileMaker オンラインストアにアクセスし、チーム向け FileMaker Cloud for AWSを選択します。

FileMaker Cloud for AWSにおける クライアントライセンスについて
ユーザは FileMaker Pro Advanced、FileMaker Go、または FileMaker WebDirect を使ってカス
タムApp にアクセスできます。FileMaker Cloud for AWS における「ユーザ」とは、FileMakerプラッ
トフォームを使用して iPad、iPhone、Mac、Windows、またはWebを通じてデータを表示、入力、
修正するためのカスタム Appを作成または使用する特定された個人です。

FileMaker Cloud for AWS では、従来の FileMaker Pro コンピュータライセンス（インストール台数によるライセンス
課金）とは異なり、ユーザ接続ライセンスで課金されます。Windows / Mac から接続される場合には、FileMaker Pro 
Advancedソフトウェアを契約組織のユーザに提供しています。

クライアントソフトウェアとして、下記のソフトウェアを FileMaker Cloud Admin Console上にある
[Subscription] - [Subscription Center]から 提供しています。

• macOS 版 FileMaker Pro Advancedソフトウェア
• Windows 32-bit版 FileMaker Pro Advancedソフトウェア
• Windows 64-bit 版 FileMaker Pro Advancedソフトウェア

FileMaker Pro Advanced は、契約した特定のユーザであれば、オンラインでもオフラインでも利用することができます。
契約数にカウントされていない個人の場合は、オンライン・オフラインを問わず、FileMaker Pro Advanced を使用するこ
とはできません。

FileMaker Go は App Store から 無料で
どなたでもダウンロードすることができます。
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FileMaker Cloud for AWS セットアップ

AWS Marketplace は現在 英語環境のみとなりますので、これから英語での画面が続きます。
FileMaker Store にて AWS からの購入をクリックすると、AWS Marketplaceが開きます。
オンラインストアからではなく、直接下記の URLから FileMaker を検索すると同じページを開く事が可能です。

https://aws.amazon.com/marketplace/

AWS Marketplace で「FileMaker」と入力して検索します。

検索後、 FileMaker Cloud for AWS (5 users)、(10 users)、(25 users)、(100 users) / FileMaker Cloud for 
AWS (BYOL) のいずれかを選択します。その他のユーザ数をご希望の場合には、BYOLとなりますので、FileMaker
法人営業窓口へご相談ください。

もしお客様が、FileMaker Server ライセンスを年間契約で有効期間中であれば、FileMaker Cloud for AWS に 
BYOL（Bring Your Own License） つまりライセンスキーの持ち込みが可能となります。これから年間ライセンスを
契約するという方も同じく BYOL を選択できます。

もしお客様が、FileMaker Cloud for AWS を時間単位で利用したいと考えていたり、ライセンス費用を AWS から一
括で USドルで決済したいという場合には、このまま 5 users / 10 users / 25 users / 100 users から選択してください。

FileMaker Cloud for AWS セットアップ

ここからは、FileMaker Cloud for AWS を AWS Marketplace にて直接購入、またはBYOL する方法をご案内します。
BYOL を選択せずに直接契約した場合、請求は全て AWS アカウントに一括請求されます。

（注意） FileMaker Cloud for AWS には無料評価
版のご用意がありません。

評価のために Hourly（時間課金）で 5 users 
/ 10 users / 25 users / 100 users を選択
した後に Annual（年間契約）を選択された
場合には、即時年間契約が USドルにて課
金されますので、ご注意ください。

FileMaker Cloud for AWS セットアップ
- AWS Marketplace -

- BYOL -

このボタンを押して購入画面に移動する

取引条件に同意して先に進む場合は、
Accept Terms ボタンをクリックします。

画面の表示が変わるまで、しばらく
お待ちください。
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AWS Marketplace でライセンスを購入する場合は、ライセンス費用を含めてHourly（時間課金）で契約することが
できます。

時間課金の利用に関してのご注意　
※為替レートが US $1=¥110で計算の場合（為替レートはカード会社の決済日によって請求が異なります）

ここで 5 users のソフトウェア料金について時間課金・年間課金の差額を確認してみましょう。

Hourly （時間課金）は、1時間 $0.99 （¥108.9）で課金されます。仮に 24時間 365日利用した場合、 つまり
年間 8,760時間の料金は、ソフトウェア利用料は、$8,672.4（¥953,964）となります。

これに対して、Annual （年間契約）利用の場合、年間費用は $900（¥99,000）となります。事前に日本円で
年間ライセンスを購入して BYOL をする場合には、FileMaker ユーザライセンス　5 ユーザ ¥96,000（税別） と
なります。それでは、時間課金と年間課金の分岐点は、どれくらいでしょうか？

さきほど、時間課金が、1時間 ¥108.9だったことから計算すると、年間稼働 882時間が分岐点となります。日
数に直すと約 37日となります。もしお客様が、FileMakerを短期的に利用される計画で、それが 37日より多
く連続稼働することが明確な場合には、年間ライセンスをご購入ください。

※費用計算については、P.35「ソフトウェアライセンス費用比較」もご覧ください。

AWS Marketplaceで販売される FileMaker Cloud for AWS (5 users) は、販売代理店であるOrbitera を
経由して注文されます。操作ミスによって誤って課金された場合など、Orbiteraの返金ポリシーが適用されます
ので、英語文書および英語メールの対応が難しい場合は、BYOLにてご購入されることをお勧めします。

AWS Marketplace にて直接ライセンスを購入する場合

FileMaker Cloud for AWS セットアップ
- AWS Marketplace -

時間課金で契約実行

年間課金で契約実行

年間課金で契約の場合はこ
ちら（オプション選択）
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AWS Marketplace にて BYOLする場合

FileMaker Cloud for AWS セットアップ
- BYOL -

Usage Instructions ボタンをクリックすると、
AWS の地域毎に異なるリンクが表示されます。
AP Japan (Tokyo) の URLをクリックしてくだ
さい。

Usage Instructions ボタンをクリックします。

Amazon Marketplace にて 
FileMaker Cloud for AWS (BYOL) 
を選択します。
リリースされている最新バージョンを
選択し、Asia Pacific (Tokyo) を選択
し、金額を確認のうえ、Contiue to 
Launch を押します。
（注意）
特別な理由がない限り、リリース日が最新
のバージョンを選択してください。
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スタックの名前を任意で決定し、パラメータを設定ください。
FileMaker Cloud for AWS では、InstanceTypeに t2.medium 以上のスペックを推奨環境としています。

FileMaker Cloud for AWS セットアップ Step 3

テンプレートの選択画面では、右上のリージョンが [東京 ] になっている事を確認したうえで、次へをクリックしてください。

オプションは任意で設定します。複数のインスタンスを予定している場合には、AWS上で検索しやすいように、タグを
追加することをお勧めします。 （例）キー：Name    値 : 担当者名

内容を確認し、下記チェック内容に合意したうえで、作成をクリックします。

このページの内容は変更しないでください

KeyNameのプルダウンメニューで、事前に設定したキーペアを必ず選択してください。

Emailは、セットアップおよび契約に関する連絡に使われます。
永続的に利用可能な Email を入力ください。

FileMaker Cloud for AWS セットアップ
- AWS Marketplace -

- BYOL -

スタックの作成が開始されます。右上のリフレッシュボタンで情報が更新されます。10分程度でスタック作成が完了します。
作成が完了すると、fmcloud-admin@fmi.filemaker-cloud.com からのメールが送付されます。
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FileMaker Cloud for AWS セットアップ Step 5

必要な情報を入力して、Set Upを開始してください。
Local Time Zone は必ずユーザが利用する地域のタイムゾーンを選択してください。
FileMaker Cloud for AWS は深夜にバックアップ作業をする際にこのタイムゾーンを確認しています。

FileMaker Cloud for AWSの自動セットアップ作業が開始されます。セットアップが完了するまで10分程お待ちください。
完了後、自動的にログイン画面に切り替わりますので、登録された Email / パスワードにてログインください。
＞＞＞ P.24 へ続く

FileMaker Cloud for AWS セットアップ
- AWS Marketplace -

FileMaker Cloud for AWS セットアップ Step 4

FileMaker Cloud for AWS 管理者から届いたメール内の [the Setup page] をクリックすると、
FileMaker Cloud for AWS 初期セットアップ画面が表示されます。
@fmi.filemaker-cloud.com からのメールが迷惑メールに振り分けれられないようにご注意ください。

アカウント ID （数字 12桁）

任意の文字

18 19



AWS Marketplace にて BYOLされたお客様の場合

インスタンス完了後、登録された Emailアドレス宛に電子メールが到着します。
メール内の [FileMaker Store] をクリックすると、BYOL を実行するライセンスの選択画面が表示されます。 
なお、既に BYOLを実行済のライセンスキーは再度 BYOLを申請できません。

既に納品された FileMaker ユーザライセンス / 同時接続ライセンス / ASLA いずれかの有効な契約をもつ年間ライセン
スのライセンスキーを入力します。

すでに BYOL を完了している場合、FileMaker Cloud for AWS に使用されているライセンスキーである旨のメッセー
ジが表示されます。本システムで認証されるライセンスキーは、同じ国で購入したライセンスキーのみです。他国で購入
したライセンスキーを持ち込むことはできません。

ライセンスキーの認証が完了するとFileMaker Storeから15分以内に
登録 Emailアドレス宛に電子メールが送付されます。

FileMaker Cloud for AWS セットアップ Step 4- BYOL - FileMaker Cloud for AWS セットアップ Step 5- BYOL -

FileMaker Cloud for AWS セットアップ
- BYOL -
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FileMaker Cloud for AWS セットアップ - BYOL -

FileMaker Cloud for AWS 管理者から届いたメール内の [the Setup page] をクリックすると、FileMaker Cloud 
for AWS 初期セットアップ画面が表示されます。
@fmi.filemaker-cloud.com からのメールが迷惑メールに振り分けれられないようにご注意ください。

必要な情報を入力して、Set Upをクリックしてください。
Local Time Zone は必ずユーザが利用する地域のタイムゾーンを選択してください。
FileMaker Cloud for AWS は深夜にバックアップ作業をする際にこのタイムゾーンを確認しています。

FileMaker Cloud for AWSの自動セットアップ作業が開始されます。セットアップが完了するまで10分程お待ちください。
完了後、自動的にログイン画面に切り替わりますので、登録された Email / パスワードにてログインください。
＞＞＞ P.24 へ続く

FileMaker Cloud for AWS セットアップ
- BYOL -

アカウント ID （数字 12桁）

任意の文字
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FileMaker, Inc. に情報を送信することに許可を求める画面が表示されます。こちらの情報を登録することで FileMaker 
Cloud for AWS の障害情報が FileMaker, Inc.のエンジニアに送付され、製品の品質向上にご協力いただけます。この
設定は、FileMaker Cloud Admin Console 上で後で変更する事ができますので、初期段階では、 全ての設定をYES
にすることを推奨します。

FileMaker Cloud Admin Console にアクセスできます。
ログイン後の詳細設定等については、ヘルプをご確認ください。

（注意） FileMaker Cloud for AWS には、90 日間有効な試用版 SSL 証明書が付属して
います。満了日前に必要な SSL証明書のセットアップを完了してください。

FileMaker Cloud for AWS セットアップ
- AWS Marketplace -

- BYOL -

日本語組織名

FileMaker Cloud for AWS のライセンスアグリーメント（規約）に
同意する場合は [Agree and Continue] をクリックします。
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FileMaker Cloud for AWS を解約する場合には、 Admin Console にて Subscription Center をクリックし、
FileMaker Cloud for AWS Subscription Cancellation から、Send Instructions をクリックしてください。

FileMaker Cloud for AWS Subscription Cancellation から、Send Instructions をクリックしたあと、
画面が Keep Subscription / Delete Stack ボタンに変わります。
その後、登録 Email 宛に解約に関する電子メールが到着します。

解約に際して、お客様は必要なファイルおよびデータをローカルハードディスクドライブにコピーしてください。
削除したデータを復旧することはできません。

削除依頼が AWS に送信され、インスタンスの削除が実行されます。

インスタンスの削除がされていても、EBS上にバックアップデータがある場合には、
AWS よりストレージ利用料金の請求が継続しますので、ご注意ください。

FileMaker Cloud for AWS BYOL 解約方法

- BYOL -
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AWS Marketplace での FileMaker Cloud for AWS 解約方法 AWS からの請求金額の確認

FileMaker Cloud for AWS を AWS Marketplace 
にて購入されているお客様は、当該サービス全て
のインスタンスを停止した後に終了させてインス
タンスを削除した状態にする必要があります。

インスタンスが削除されていても、EBS上にバッ
クアップデータがある場合には、AWS より継続し
てストレージ利用料金が請求されますので、ご注
意ください。

https://console.aws.amazon.com/billing/
AWS Marketplace https://aws.amazon.com/marketplace に
ログインした状態で、右上にある自分の名前のうえにマウスカーソルを重ねYour Marketplace Software をクリックします。

AWS から 24時間以内に解約確認の電子メールが到着
します。

https://console.aws.amazon.com/billingにアクセスすると、当月の請求予定金額を確認することが可能です。 
BYOL の場合にはライセンス費用は請求されませんが、AWS Marketplace にて直接ライセンスを購入した場合には、
ライセンス金額を含めて請求を確認できます。

- AWS Marketplace -

該当のサービスの右下に表示される [CANCEL SUBSCRIPTION] をクリックしてください。
キャンセルをする前には、EC2 インスタンスを削除する必要があります。
EC2 インスタンスの削除の前には、「インスタンス削除保護を無効」にする必要があります。
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FileMaker Cloud for AWS へアップロードしたファイルの公開方法 SSL証明書の更新方法

FileMaker Pro Advanced を利用し
てファイルをアップロードします。
アップロードの方法はヘルプをご参照
ください。

SSL 証明書の期限が 60日を切る
と Configuration タ ブ 内 の SSL 
Certificates メニューに [Renew 
Comodo Certificate] のボタンが
表示されます。

FileMaker Cloud Admin Console 
から Databases をクリックし、各ファ
イル名の横にある ▽ から Open をク
リックしてください。

Open Unencrypted Database 
ウインドウでパスワード、パスワード
の確認、パスワードのヒントを入力し
て OK をクリックしてください。

[Renew Comodo Certificate] を
クリックし、Select billing country 
欄で ”Japan” を選択し、Submit to 
FileMaker Store をクリックしてくだ
さい。

FileMaker Store にて、SSL 証明書
をカートに追加してご購入ください。
購入手続きが完了すると、SSL 証明
書が自動的に更新されます。

設定したパスワードでファイルが暗
号化されて FileMaker Cloud for 
AWS でファイルが公開されます。
Databases タブではファイルに接続
しているクライアントの情報を確認す
ることができます。

FileMaker Cloud for AWS でデータベースファイルを公開してユーザ利用を開始するには、データベースファイルの暗
号化が必須となります。FileMaker Cloud Admin Console にアクセスして、最初にデータベース暗号化のために必要
なパスワードを入力し、アップロードしたファイルを公開してください。

https://fmhelp.filemaker.com/help/18/fmp/ja/index.html#page/FMP_Help/uploading-to-server.html
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OAuth の設定方法 ODBC データソースの設定方法

OAuthを使用すると、 Amazon、Google、または Microsoft Azure Active Directory の資格情報を使用してカス
タム Appにログインできるようになります。利用する OAuth プロバイダにて事前に登録が必要となります。各 OAuth 
プロバイダへの認証登録についてはナレッジベースを参照ください。

FileMaker Cloud for AWS は、ODBC クライアントアプリケーションとして外部データソースのデータを操作することが
できます。そのためには、ODBC データソースの設定が必要となります。

（注意）ESS 機能、サーバーサイドで実行される ODBC 経由のデータのインポートおよび SQL を実行スクリプトステップを行う場合は、
上記 3 種類のデータベースのみが利用可能です。
また FileMaker xDBC Driver を経由したアクセスは可能ですが、ポート番号 2399 を開放する必要があります。

OAuth プロバイダでの事前登録が完了したら、FileMaker Cloud Admin Console からConfiguration をクリック
し、Client Authentication メニューを開きます。各 OAuth プロバイダの Settings にて以下の対応表に沿って情報を
登録します。

最後に FileMaker Cloud for AWS で公開するカスタム App ファイルへ OAuth プロバイダで認証するアカウントを作
成する事で設定完了となります。OAuth プロバイダで認証するアカウントの作成についてはヘルプを参照ください。

https://fmhelp.filemaker.com/help/18/fmp/ja/index.html#page/FMP_Help/editing-oauth-accounts.html

https://fmhelp.filemaker.com/help/18/fmp/ja/index.html#page/FMP_Help/editing-oauth-accounts.html

https://fmhelp.filemaker.com/cloud/18/ja/fmcgsg-aws/#aws-security-features_manage-ports-security-group

Amazon
FileMaker Cloud for AWS Amazon

Amazon Client ID Client ID
Amazon Client Secret Client Secret

- -

Google
FileMaker Cloud for AWS Google

Google Client ID クライアント ID
Google Client Secret クライアント シークレット

- -

Microsoft
FileMaker Cloud for AWS Microsoft

Azure Client ID アプリケーション ID
Azure Client Secret キー の値

Azure Tenant ID ディレクトリ ID

FileMaker Cloud Admin Console 
からConfiguration をクリックし、 
ODBC Sources を開きます。 

アクセスを行う外部データソースの情
報を入力し、ODBC データソースの
設定を行います。

FileMaker Cloud for AWS に設定
できる ODBC データソースは、
MySQL、Oracle、Microsoft SQL 
Server の 3 種類のみとなります。ド
ロップダウンリストより利用するデー
タベースを選択します。
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MEMO

AWS アカウント番号

登録 Emailアドレス

インスタンス作成日

インスタンス タイプ

ドメイン名

SSL 失効日

ソフトウェアライセンス費用比較FileMaker Cloud Admin Console で選択できる Instance Setting

FileMaker Cloud Admin Console で選択できる Storage Setting

(¥金額 )は、
$1 = ¥110
にて計算の場合

時間課金
AWS Marketplace by orbitera

（米ドル月次決済）

年間課金
AWS Marketplace by orbitera

（米ドル事前決済）

年間課金
BYOL （ユーザライセンス）
（日本円事前決裁、税別）

5 users

US$ 時間 $0.99 - -

US$ 年間 $8,672.40 $900 -

JPY 年間換算 ¥953,964 ¥99,000 ￥96,000

10 users

US$ 時間 $1.89 - -

US$ 年間 $16,556.40 $1,680 -

JPY 年間換算 ¥1,821,204 ¥184,800 ¥180,000

25 users

US$ 時間 $3.99 - -

US$ 年間 $34,952.40 $3,600 -

JPY 年間換算 ¥3,844,764 ¥396,000 ¥390,000

100 users

US$ 時間 $13.39 - -

US$ 年間 $117,296.40 $12,000 -

JPY 年間換算 ¥12,902,604 ¥1,320,000 ¥1,320,000

※本資料内容は 2019年 7月作成時点の情報です（$1 = ¥110換算）。記載されているサービス名、金額などは現在と異なる場合があります。

最適な運用環境を維持するために、FileMaker Cloud for AWSに 40 GBの保存領域が必要です。Amazon Elastic Compute Cloud 
(EC2) インスタンスごとに、AWSの 40 GBの Elastic Block Storage (EBS) が付属しています。 それ以上の EBSは、Amazon 
Web Servicesから別途購入が必要です。

インスタンスは、FileMaker Cloud Admin Console からいつでも変更することができます。
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FileMaker Store でオンライン購入
https://store.filemaker.com

ボリュームライセンスのお見積とご注文
https://sales.filemaker.co.jp

FileMaker カスタムApp 開発見積依頼
https://sales.filemaker.co.jp/estimate/

ダウンロード
www.filemaker.com/jp/support/downloads

FileMaker ナレッジベース
www.filemaker.com/jp/kb

FileMaker コミュニティ
https://community.filemaker.com/jp

Webセミナー
www.filemaker.com/jp/learning/webinars

FileMaker パートナーを見つける
www.filemaker.com/jp/partners/find-a-partner/

イベント／セミナー
www.filemaker.com/jp/events/

ラーニングセンター
www.filemaker.com/jp/learning

fmgo.jp
https://fmgo.jp

※本文中に記載されている内容は断りのない限り2019年7月現在のものです。
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FileMaker カスタマサポート
製品に関するお問い合わせ ／ ユーザ登録 ／ テクニカルサポート
電話 : 0120 - 983 - 850 
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FileMaker 法人営業窓口
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